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名字　名前
大学名，学部名，所属研究室名，学年

はじめに

　発表原稿は論文としてふさわしい体裁を整えてください．原稿が出来上がったら何度も読み直し，文章を推敲しましょう．1度読んでも見つけられなかった間違いが何度も読むと見つかるものです．また方法論や条件等を明確にして，筆者の研究を知らない人が読んで理解できるものであるかにも注意してください．

「最低限ルール」は絶対に守ってください．続く「その他の留意点」はより良い論文を作成するために参考にすべき点をまとめたものです．過去の論文なども参考に論文を作成してください．
　なお，このテンプレートはマージンその他を調整済みです．ワードの操作に自信のない方は，このテンプレートに上書きする形で編集していただくことをお勧めいたします．
最低限ルール

　発表原稿を作成するに当たって以下のことは絶対に守ってください．

· マージンは上下左右20mm以上開ける．

· タイトル，名前，所属を記入する．

· 末尾に筆者のひらがな表記を記入する．

· 最低枚数は2枚．上限なし．
· 枚数は偶数．3枚や5枚は不可．

· ファイル形式はワードまたはPDF．

· ファイルサイズは20MB以内

· 締切は2009年2月8日
その他の留意点

図表共通で注意すべき点

　図表は本文中にその説明を入れ，図の場合は図の下に，表の場合は表の上に図表番号とタイトルを入れてください．なお，図と表の中身は重複しないようにしましょう．データの内容によって図と表のどちらを用いたほうがわかりやすいかを考え，良いほうを選択してください．
　図表をエクセルからワードに貼り付ける場合にはそのまま「貼り付け」を選ぶと編集中のワードの中にエクセルのファイルが埋め込まれてしまい，ファイルサイズが非常に大きくなる場合があります．貼り付けの際には「編集」→「形式を選択して貼り付け」→「図（拡張メタファイル）」または「図」を選びファイルサイズを抑えるようにしてください．

表の作成

表に用いる罫線は最低限に．可能であれば横線だけで構成されている表がベターです．数値の表記は小数点位置を揃えましょう．一方の数値が「2」なのにもう一方が「1.3333」となっているのは好ましくありません．数値の性質上小数点以下何桁まで表記するべきかを決めてください．表1は適切な表の例です． 

表1　適切な図の例
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図の作成
　印刷は白黒です．グラフなどは白黒印刷でもわかりやすいように作成してください．また図表中の字が小さくなりすぎないように注意してください．グラフの場合には軸の説明やその単位も必ず入れるようにしてください．図中でエラーバーやアスタリスクなどを用いた場合にも説明を入れておいたほうが親切です．図1は悪い図の例，図2は良い図の例をそれぞれ示したものです．どこが違うかよく見比べて，見やすい図表を作成するように心がけてください．
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図1　不適切なグラフの例
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図2　適切なグラフの例
統計情報の表記

　統計情報の表記はそれぞれの検定方法の通例に従ってください．一般に統計記号（「SD」，「df」，「p」など）はイタリックで表記します．
引用文献の書き方

　引用文献の記載は分野によってルールが決まっています．例えば心理学と人間工学では書き方が違います．どの分野の書き方でもかまいませんが書き方を統一してください．また，いずれの方法による場合でも，どこからどこまでが引用で，どこからどこまでが筆者の文章なのかがわかるように書かなければいけません．引用であることを明記せずに人の文章を書き写したり，コピペしたりは絶対にやめてください．
引用文献の記載方法は，心理学系，工学系で異なります．どちらを採用するかは筆者の自由としますが，混在は避けてください．心理学系の記載方法については日本心理学会執筆の手引き（下記URL）詳細が載っていますので参考にしてください．
http://www.psych.or.jp/publication/inst/tebiki2005_fixed.pdf
原稿の送付
　出来上がったファイルは電子メールに添付して送ってください．送付先は下記アドレスです．
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ファイル要領の上限は20MBです．どうしても超える場合は個別にご相談ください．添付ファイル名には日本語が使えません．アルファベットのフルネームをファイル名としてください． 

　ワード以外のアプリケーションで作成した文書はPDFファイルで送ってください．アクロバットなどをお持ちでない場合はPDF化ソフトを下記より無料でダウンロードできます．

http://www.primopdf.com/
　マックワードもずれる可能性がありますので， PDF提出をお勧めします．osXにはPDF化機能が標準でついています．

　ご不明な点は石田研問い合わせフォームまでお願いします．
（みょうじ　なまえ）
